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令和３年度 第３回今治市ふるさと共創・共生ビジョン懇談会 会議録 

 

１ 日 時  令和 3 年 11 月 12 日（金）午前 10 時 00 分～午前 11 時 00 分 

 

２ 会 場  今治市役所 第 2 別館 11 階 特別会議室１・２号 

 

３ 内 容  議事１ 第２期今治市まち・ひと・しごと創生総合戦略の所要の

改訂について 

議事２  第４次今治市定住自立圏共生ビジョンの所要の改訂につ

いて 

 

４ 出席者  ＜座長＞ 

秋山企画財政部長 

 

＜専門委員＞ 

瀬野 哲郎   渡部  輔   越智 善一   石丸  司 

赤瀬 祐三   二宮  隆   吉武美由紀   川田 卓哉 

髙田 誠也   宇佐美浩子   村上あらし   岡村 泰彦 

相原 正樹 

 

＜構成員＞ 

森山  徹   和田 浩一   渡邊 赴仁   中山 晃成 

渡邉 泰洋   瀬尾 孝志   立町 祐作   森  会美 

伊藤 政英   佐伯 栄一 

 

＜ＰＴ及び事業担当者＞ 

財政課     垣内あゆみ   市民生活課   那須 恵子 

道路課     井手 則緒   下水道業務課  渡辺 修三 

教育委員会事務局総務課  渡部 信一 

 

＜事務局＞ 

（市民が真ん中課）森課長、越智補佐、加藤係長、川﨑係長、正

岡係長、神野主査、河上主査 
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日 時  令和３年 11 月 12 日（金）10:00～11：00 

場 所  市役所 11 階 特別会議室１号・２号 

事務局 定刻がまいりましたので、会議を開催させていただきま

す。事務局を務めさせていただきます、市民が真ん中課の森

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。本日は、専

門委員の皆様のお手元にタブレットを置かせていただいてお

りますが、現在進めてございます、市役所内の各種会議のペ

ーパーレス化の試行実施といたしまして、ペーパーレス会議

システムで議事資料をご覧いただくものとなってございま

す。 

会議の開催前に、ペーパーレス会議システム及びタブレッ

トについて説明させていただきます。 

 

本日は試行導入ですので、紙の資料と電子データ併用での

会議とさせていただきますのでご了承いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

将来的には各種会議やミーティングについて、ペーパーレ

ス化を視野に進めたいと考えておりますので、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 

 

少し時間をいただいて、操作の説明をさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局 それでは少しお時間をちょうだいいたしまして、タブレッ

トとペーパーレス会議システムを簡単に説明させていただき

ます。 

皆さんに今お配りしている画面に四つの資料写っておりま

すでしょうか。 

今、資料のそれぞれの表紙が映っている方につきましては

一つ一つの資料をタップしていただくと、まず個々の資料が

開いていきますので、よろしければ試してみていただければ

と思います。 

次に、一つ前の画面に戻る際には左上に「戻る」のボタ

ン、もしくは、それぞれの資料のタイトルが表示されている

と思いますのでそちらをタップしていただければと思いま

す。 

ですので開くときはどちらかタップしていただく、そして
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「戻る」の場合は左上というのを覚えていただければと思い

ます。 

基本的に、こちら事務局の説明時や、ご質問、ご意見をい

ただく際には、事務局の操作によりまして指定のページを開

くように今回はさせていただければと思います。 

ですので、皆様にページ送り等の操作をしていただく必要

はありませんので、お願いいたします。 

なお、事前にお配りしている紙資料とタブレット内の資料

データは基本的には同じものですが、事前説明でお配りした

紙の資料のうち、資料２「第２期まち・ひと・しごと創生総

合戦略改訂案」について文言修正があり、資料３「定住自立

圏共生ビジョン改訂案」について、本日までに軽微な文言修

正や事業費金額の再確認による修正箇所が複数ございます。 

差替え後の資料は、タブレット内の電子資料のみ修正後の

ものに差し替えさせていただいておりますので、紙資料の再

度の印刷・配布は控えさせていただいております。事業費を

ご確認いただく際は、お手数ですが電子データの方でご確認

をいただけたらと思います。 

また、改訂後の最終版については、委員の皆様にご送付さ

せていただく予定ですので、よろしくお願いいたします。 

もし、会議中に操作について支障等ございましたら、事務

局職員が後方にスタンバイさせていただいております。対応

いたしますのでお声かけください。 

以上、簡単ですがペーパーレス会議システム及びタブレッ

トの操作説明となります。ご不明点等ございませんでしょう

か。 

事務局 ただ今より令和 3 年度、第 3 回「今治市ふるさと共創・共

生ビジョン懇談会」を開催させていただきます。 

それでは、まず、開会に当たりまして、秋山企画財政部長

からご挨拶申し上げます。 

座長 皆様、おはようございます。座長を務めさせていただきま

す、企画財政部長の秋山と申します。どうぞよろしくお願い

申し上げます。本日はお忙しい中ご参加いただきましてあり

がとうございます。 

「今治市まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「今治市
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定住自立圏共生ビジョン」の２点につきまして、改訂のご相

談をさせていただければというふうに思っているところで

す。 

特に、この総合戦略につきましては、徳永市長のマニフェ

ストの重要施策の推進を明確に打ち出すために、内容の追加

変更をさせていただいております。あわせて、昨今のコロナ

の影響という部分を踏まえた対策についても改訂の大きなポ

イントにさせていただいております。あわせて、各種データ

の部分についてはですね、直近の数字に置き換えさせていた

だいて、年次の見直しを実施するということで、今日資料の

方をご用意をさせていただいておりますので、また忌憚ない

ご意見をちょうだいできればというふうに思います。 

また、定住自立圏構想の推進及び総合戦略に基づく取組

を、より市民の皆さまに開かれたかたちで進めていくため、

本ビジョン懇談会は公開の会議とさせていただいておりま

す。 

ということですので、会議録につきましても、あわせて市

のホームページにて公開させていただきますので、ご理解賜

りますよう、お願い申し上げます。なお、会の途中でも傍聴

される方が入室する場合もございますので、ご了承いただけ

ればと存じます。 

先ほどご説明させていただきましたように、担当の職員が

つきますので、遠慮なくタブレットの操作等声をかけていた

だければと思います。 

それでよろしくお願いいたします。 

事務局 それでは、資料説明に入ります前に、人事異動に伴いまし

て、新たにご就任いただきました専門委員さんのご紹介をさ

せていただきます。 

愛媛県漁業協同組合 

 今治事業部 部長 二宮 隆 様  

どうぞよろしくお願いします。 

また、今治明徳短期大学 講師 上村 友希 委員におか

れましては、本日、他の業務のため、やむを得ずご欠席とな

っております。 

それでは、資料の確認をさせていただきます。今回使用す
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る資料は、 

・資料１ 「第２期今治市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

体系図 

・資料２ 「第２期今治市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

改訂案 

・資料３ 「第４次今治市定住自立圏共生ビジョン」改訂案 

となっております。 

皆様、資料はおそろいでしょうか。 

では、ここからの進行を座長にお願いしたいと思います。      

座長 それでは、お手元の会次第にございますように、本日の議

事案件は２件でございます。 

それでは、議事１「第２期今治市まち・ひと・しごと創生

総合戦略の所要の改訂」につきまして、事務局から協議の進

め方をご説明いたします。 

事務局 それでは、協議の進め方についてご説明いたします。 

議事１の総合戦略の所要の改訂につきましては、資料１

「第２期今治市まち・ひと・しごと創生総合戦略」体系図及

び資料２「今治市まち・ひと・しごと創生総合戦略改訂案」

に基づいてご協議いただきます。 

今回の改訂に伴い、削除箇所はグレーで塗りつぶし、赤字

見え消しに、追加は赤字での記載としております。 

内容の変更や追加につきまして、主なものを事務局からご

説明いたしました後に、委員の皆様からのご意見やご了解を

いただければと思います。 

以上が協議の進め方でございます。積極的なご発言をよろ

しくお願いいたします。 

座長 それでは、先ほどの説明について、なにかご質問等ござい

ませんでしょうか。 

（質問等なし）      

ないようですので、先ほどの事務局からの説明のような流

れで進行させていただきます。 

それでは、議事１「第２期今治市まち・ひと・しごと創生

総合戦略の所要の改訂」につきまして、資料１の体系図と資

料２の総合戦略改訂案をご覧ください。 

事務局よりご説明いたします。 

事務局 それでは総合戦略改訂案につきまして、ご説明させていた
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だきます。少し長くなりますがご容赦いただけたらと思いま

す。 

今回の改訂につきましては、大きく分けて２つの理由に基

づくものとなっております。 

一つ目は、ウィズコロナ、アフターコロナ時代への対応な

ど、社会経済情勢の変化に応じた改訂を行うものでございま

す。 

二つ目は、市長が、人口減少を食い止め「持続可能な経済

循環するまち」として発展し続けるために掲げた公約を、目

的を同じくする総合戦略にも明確に位置付けようとするもの

です。 

 

体系図をご覧ください。 

市長公約の３つの柱を基本理念に据えました。 

本市が直面する広範な課題に多角的に対応していく必要が

ある中で、本市が進むべき方向性をしっかりと見定め進める

ため、総合戦略を貫く３つの柱を基本理念に据え、取り組む

ことといたしております。 

 

体系図をご覧ください。 

３つの横断的目標の追加です。 

一つ目、地域内経済循環の実現（瀬戸内クロスポイント構

想の推進）です。「瀬戸内クロスポイント構想」は、地域内

経済循環の考え方により、市外から所得を稼ぐ（消費、投資

を呼び込む）だけでなく、稼いだ所得（消費、投資）の市外

への漏れを止める。そして、市内で稼いだ所得を回す（経済

を循環させよう）ということを目指すものです。この考え方

を取り入れ、瀬戸内のへそにあたる今治市が、その立地条件

を生かした取組を展開します。 

二つ目、超スマート自治体への転換（行政のデジタル化・

ＤＸの推進）です。 

ICT 技術や、デジタル技術を活用した生活の変革（DX：デ

ジタルトランスフォーメーション）を、取組を進める手段と

して取り入れていくこととしています。 

 

三つ目、脱炭素社会も見据えた SDGs の推進による持続可

能なまちづくりの推進でございます。 

新たに、2050 年カーボンニュートラルにむけた脱炭素社

会の実現にも取り組むこととしています。 

 

次に、具体的施策に新たに追加した項目や修正箇所につい
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て、主なものをご説明させていただきます。 

資料２の 10 ページをご覧ください。今治あきない商社

（仮称）の設立です。 

先程ご説明しました「瀬戸内クロスポイント構想」の実現

の中核となる組織として、「今治あきない商社」の設立を推

進します。このあきない商社のイメージは地域版の総合商社

です。市長が市の広告塔になり、今治市の持つ魅力的な地域

資源の情報発信と販路拡大に努め、地域の稼ぐ力の創出と地

域経済の好循環を生み出すという、地域経済活性化の司令塔

としての役割を担うものにしていこうとしています。 

 

19 ページをご覧ください。今治新商品・新技術共創推進事

業です。 

市内企業と全国の企業・デザイナーのマッチングにより、

新たな商品開発等を共創する（共に創る）取組を推進し、地

域産業の高付加価値化を図るとともに、この共創を推進する

プラットフォーム（共創ラボ）を設置し、市内事業者と本事

業で培ったノウハウ・成功事例を共有していきます。 

 

22 ページをご覧ください。農業への法人参入、６次産業化

の推進です。 

多様な担い手の確保や生産性の向上に向けて、異業種法人

からの農業参入について、技術確立や農地確保などに JA や

愛媛県と協力しながら対応します。また、個人農家や任意団

体の法人化についても推進します。 

また、加工・直売の取組に留まらず、経営の多角化を目指

し、農家レストランや農業体験、輸出などを検討されている

農林漁業者等の窓口となり、関係機関との連携や支援策の検

討、立案を行います。 

 

23 ページをご覧ください。地域新電力の設立に向けた調

査・検討です。 

地域新電力とは、地域内の発電電力を最大限に活用し主に

地域内の公共施設や民間企業、家庭に電力を供給する小売電

気事業のことをいうものです。 

脱炭素の動きと連動して、日照時間にも恵まれた地域特性

を生かし、太陽光等で発電した電気をもとに、エネルギーの

地産地消、財源確保を進める体制を構築するための地域新電

力の設立に向けた調査・検討を行います。 

 

25 ページをご覧ください。今治版ネウボラの創設及び中核
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施設の整備です。 

ネウボラとは、フィンランド語で「助言の場」を意味する

言葉ですが、母親の妊娠期から子供の小学校入学まで、担当

の保健師が子育てに関するあらゆる相談にワンストップで応

じる仕組みです。このフィンランドのネウボラ制度を今治版

で創設しようとするものです。 

「女性が輝く、子どもが輝くやさしいまち“今治”」を目

指し、切れ目ない強固な子育て支援を包括的に行う今治版ネ

ウボラ「未来子育て支援機構」（仮称）を創設します。 

また、妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談ができ、

安心して子どもと過ごすことができるとともに、子どもたち

が遊びを通して学ぶことができる機能を備えた今治版ネウボ

ラ推進の中核となる施設の整備も検討を進めていきます。 

 

27 ページをご覧ください。しまなみの子どもを育む交通費

支援事業です。 

島しょ部における少子化対策、子育て支援に寄与すること

を目的に、これまでの事業に加え、小学生以下の児童の休

日・夜間に市内陸地部の小児科又は救急輪番病院を受診した

際の交通費の一部支援を追加しました。 

 

33 ページをご覧ください。ふるさとキャリア教育です。 

「しごと」分野の「帰って来いよ、故郷で働こう運動」の

一環といたしまして、教育の部分でもキャリア教育の取組を

進めていくこととしています。 

 

次に、今治版コミュニティスクールの導入推進です。 

学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むこ

とで、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体と

なって特色ある学校づくりを進めていきます。 

さらに、今治版の特色として、地域の中の学校としてだけ

でなく、子どもたちの地域活動への参加など、子どもも地域

に溶け込むことを通じて、地域とともに子どもが育つような

ことも目指します。 

 

34 ページをご覧ください。日本一おいしい学校給食です。 

学校給食における食と農の取組は継続しながら、子どもた

ちが 10 年後、20 年後に「今治の給食はおいしかった」と思

い出される給食を目指して、今治で活躍するプロの料理人、

シェフとともに学校給食メニューを開発し、今までに無い、

今治らしい学校給食を提供します。 
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35 ページをご覧ください。生きる力を育む教育です。 

教育大綱の重点方針にも位置付けられている「新たな時代

を切り開き、国際社会で活躍する人材育成」の実現を目指

し、オンライン型学習などＩＣＴ技術も活用しながら、子ど

もたちの「生きる力」を育む教育に取り組みます。 

 

52 ページをご覧ください。しまなみアートミュージアム魅

力発信事業です。 

ウィズコロナ時代に対応した旅行スタイルとして、しまな

みアートミュージアム 7 館をオンラインで巡るツアーを造成

します。VR 映像もツアーに盛り込みリアルな体験コンテンツ

を開発します。 

 

54 ページをご覧ください。時代を先読みした観光需要の獲

得です。 

2025 年に開催予定の大阪・関西万博の観光需要を見据

え、これからの時代に適応した安心・安全で、新しい生活様

式に適した新たな観光地域づくりを目指します。 

 

次に、航路活用のユニーク観光事業です。 

令和４年度開催の今治港開港 100 周年記念事業を契機とし

て、民間事業者の連携のもと、サイクルシップや渡船を活用

した離島周遊観光など、今治ならではのモデルコースを作成

し、観光需要の掘り起こしにつなげます。 

 

55 ページをご覧ください。「移住・定住支援策の充実」の

取組の成果指標である「移住希望相談件数」、「移住受入れ窓

口などを通じた移住の実現」の目標数値の上方修正です。 

移住・定住支援事業については、今年度、新たに国の計画

認定を受け、地方創生推進交付金を財源に事業を実施してい

ますが、交付金事業の KPI 設定にあたっては、令和２年度の

実績数値が総合戦略の目標数値の推計を上回っている状況を

加味して、総合戦略の KPI に目標数値を上積みいたしており

ます。そこで、総合戦略の KPI についてもこれと整合を取っ

た数値目標に上方修正するものです。 

 

58 ページをご覧ください。ふるさと納税のパワーアップで

す。 

返礼品として魅力ある地域特産品を更にブラッシュアップ

するとともに、超一級品にもかかわらず埋もれたままの農林
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水産物の掘り起こしをいたします。 

また、地方創生の取組に対する民間資金の積極的活用を促

進するため、企業版ふるさと納税制度の活用を周知し、寄附

を通じた新たなパートナーシップの構築、連携の強化を図り

ます。 

 

66 ページをご覧ください。まちなか持続可能なにぎわいづ

くり推進事業です。 

町中空間を活用し、はーばりー、商店街、芝っち広場、広

小路などをつなぐ動線に持続可能なにぎわいを創出するた

め、これまで記載していた「中心市街地再生事業費補助事

業」、「チャレンジショップ事業」について、「まちなか持続

可能なにぎわいづくり」として包含したものに整理させてい

ただきました。 

 

67 ページをご覧ください。島と海と陸をつなぐ魅力あるま

ちづくりの具体的事業として、しまなみ総合事務所（仮称）

の設置です。  

市内において、特に過疎・高齢化が進行しているしまなみ

地域において、地域のストロングポイントを活かした振興策

及び地域住民の共助の力による持続可能な地域づくりを推進

するため、必要な権限を持った「しまなみ総合事務所（仮

称）」を設置します。 

 

島しょ部高校魅力創造支援事業です。 

今治西高等学校伯方分校、今治北高等学校大三島分校はそ

れぞれ島内に唯一の高校ですが、分校存続と地域活性化のた

め懸命な活動をしている、学校・地域住民の取組を支援し、

地域に応援される魅力的な学校を創りあげていきます。 

地域主体の学習支援を通じた学校の魅力向上の取組である

地域塾「地域未来チャレンジ塾」や生徒等による魅力創造・

発信事業などを通して、魅力を全国に発信し、市内外、県外

からも生徒を呼び込むことを目指します。 

 

続いて、しまなみ海道通行料の実質無料化の検討です。  

島しょ部住民にとって生活道路であるしまなみ海道通行料

について、現在の料金水準の維持、将来的には海峡部の料金

がさらに低減されるよう、関係機関への要望活動を行いま

す。 

あわせて、住民の負担軽減に向け、財源などの課題を含

め、あらゆる角度から調査検討を進めます。 
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70 ページをご覧ください。国家戦略特区を活用した近未来

技術実証ワンストップセンターです。 

４月に開設した近未来技術実証ワンストップセンターを窓

口に、地域課題の解決としての「自動運転」「ドローン」「Ａ

Ｉ・ＩｏＴ」分野の実証実験について、国家戦略特区を活用

して、国と共同でワンストップで支援します。 

 

最後に、最終版では、今回の改訂部分に関して、必要な用

語説明を追加させていただく予定としております。 

 

総合戦略の改訂案についての説明は、以上でございます。  

座長 ここまでの説明に関しまして、ご意見、ご質問がございま

したら、よろしくお願いします。 

このようにちょっとボリュームのある内容で変更してござ

います。何でも結構ですので、ご質問等ちょうだいできれば

と思います。 

Ａ委員 はい。 

座長 どうぞ。 

ちょっとマイクを。実はこのマイクも会議録システムでと

いうふうになっていますので、マイクを使っていただければ

助かりますのでよろしくお願いいたします。 

Ａ委員  

 

承知いたしました。 

細かい質問でも大丈夫でしょうか。 

全体的にすごい新しくて、効果がありそうな感じのする施

策が多くて、聞いててすごいワクワクしました。 

ちょっと細かい質問なんですけども、まず電力のところな

んですけども、電力小売りやった場合に、市の電力を使うこ

とによる買う側のメリットって、何か具体的にあったりしま

すでしょうか。  

電力比較サイトとかで、一月の料金が幾ら幾らぐらいにな

るなというのを結構比較して皆さんやるんですけども、単純

に料金安くなるんだったらそれはすごい魅力的なんですけど

も、価格競争だけだとしんどいところもあるかもしれないの

で、何かこう、メリットが他にあるとか、市ならではのとか

なると電力売れるのかなと思ったんですけども、補足的なも

のというか何かございますでしょうか。  

座長 はい、ありがとうございます。 

正直、まだそこまでいってません。というのは、まずはで

すね、今公共施設に対する電力の供給っていうものはどれだ
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け必要かっていう調査をしている。あわせて、今現在、私ど

もバリクリーンのいわゆるシステム発電っていうところを、

自前の発電能力として持ってますけど、それ以外に例えば太

陽光とか、そういったところの部分で、国の方もゼロエミッ

ションの動きとかもあるので、そこらあたりと絡めながらで

すね、どういうふうなところまで、自前の発電が確保できる

かっていう、今まさにそこの調査です。  

 で、今Ａ委員さんの方からおっしゃっていただいたメリッ

トの部分っていうのは、まずは今先行してる自治体というか

先行してるところなんかは、いわゆる価格というところで勝

負をスタートしてるんですけれども、昨今のですね、いわゆ

る天然ガスの供給がうまくいかずに、非常に仕入れが高騰し

てですね、逆ザヤというような状況も起こっているところが

ありまして、ちょっとそこらあたりは慎重にと。やっぱり、

まずは公共施設で作る側、買う側のところで行政としてはメ

リットがそこに出てくるので、ですんで、まずそこをしっか

り固めたいというそういう動きで、それを今回総合戦略の中

に位置付けをさしていただいてですね、もしよかったら国か

ら補助金もらえたらなというようなところも含めて検討させ

ていただいてるという現状です。 

以上です。  

Ａ委員  ありがとうございます。もう 1 件いいですか。 

ちょっと包括的なところなんですけども、すごく今回のや

ついいなと思ったのは、一貫性があるというか、デジタルと

の相性がいい施策が多いなと思ってまして、例えばこのネウ

ボラとかなんですけども、保育士さんと、ウェブ会議を通じ

て、コミュニケーションができたりだとかすると、おそらく

その提供する側の負担も減ったり、受ける側も気楽に受けら

れたりだとかするかなとか。あと、トータル的に人口を増や

すにあたって、まずその今治ってやっぱりすごい魅力的なま

ちで。例えば、私が知ってるところでいうと東京ですけど

も、東京の人たちが、知る機会さえ増えれば確実に来る人が

増えるなという確信はありまして、今ネウボラって一例でし

たけども、そういう点なんか。本当に東京で僕もそうだった

んですけど、待機児童とか保育園がめちゃめちゃ狭いだと

か、車が多くて子供が危ないとか、子供を育てるのにいい環

境ではないなというのを思ってる人がものすごく多くてです

ね、お友達のフェイスブックとか見てても、そこをきっかけ

に、田舎に移住しようかなみたいなことを割と本気で考える

人とか結構いらっしゃって。そういう時に例えば、あっと思

い始めたら、相談してみてじゃないですけども。保育士さん
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までいかなくていいかもしれないんですけども、ウェブ会議

で簡単に、東京でそういう気持ちがおきた人が、今治でそう

いうことが相談できるということを知っている状態に何らか

の方法でして、相談できたりするとすごく効果あるのかなと

思いました。 

それで、子育てだけではなくて、この帰ってこいっていう

Ｕターンとかでも、効果が高いと思いますし。あとワーケー

ションとかを通じて、ワーケーションだけではないですね、

東京すごい病んでる人が多くて、ＳＩとかシステム会社とか

だと、3 人に 1 人ぐらい軽く鬱病があるとか、やっぱすごい

ストレスが多い。そういうストレスが多いところなので。結

構、何らかのきっかけでそういった移住促進をしてるってい

うのが、今、割と今治市注目されてると思うんですけど、も

っと入口で、まず今治に聞いてみようだとか、すごく軽くＷ

ｅｂ会議とかで、そのデジタルっていう面でですね、相談で

きるところがあるということが伝わることというのは、担保

できると、先ほど KPI が、上方修正されてましたけども、そ

れよりもまたさらに上の方いけるんじゃないかなというふう

な期待が持てる施策だなと思いました。 

あとは商店街とかも、何か新しい施策とかっていうのもす

ごい楽しみにしてます。やっぱり外から来た方、結構期待さ

れて来るので、港周りですね、今治といえば港みたいなとこ

ろがありまして。ここが賑やかになったら、僕が住んでるの

は島しょ部ですけども、今治というところに観光に来るとい

う方自体が増えればすごく、我々にもメリットがあったりし

ますし、いいのかなと思いました。 

一例ですけども、まちごとホテルとか、幾つか日本でも畠

山さんとこでもやってますけども、結構あそこを、こういう

言い方するとすごい嫌われるかもしれないですけど、シャッ

ター商店街って一般の方から認識される商店街にちょっと近

い状態のところって、逆に、例えばそこを部屋として泊まれ

る、お菓子屋さん、全然作りはホテル向きじゃないけども、

泊まることができるだとか、割とそういったような。色々方

法あると思うんですけども、施策とかであったりしても活性

化とかに繋がったりするのかなってそれ本当にジャストアイ

ディアで、思いました。 

感想だけで、質問ではないんですけどすみません。 

以上です。 

座長 ありがとうございます。 

ぜひ、移住担当も今日出席しておりますので、渡邉君ちょ

っと何かコメントいただければ。 
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営業戦略課 

（渡邉課長補

佐） 

 

営業戦略課定住交流推進室の渡邉でございます。 

移住の事業につきましては、今年度から内閣府の地方創生

推進交付金等を活用いたしましてですね、積極的な展開を図

っているところでございます。それに伴いまして、ＫＰＩの

方も上方修正をさせていただきました。 

座長 はい。 

先ほどのネウボラの話もご発言いただいたと思うんですけ

れども、当然、そういう相談しやすい環境を作るっていうの

が大きな今回のネウボラの目的でありますので、アプローチ

の仕方、とにかく相談しやすい、そういう体制や環境という

ところ、当然移住のお話も含めてですね、連携をしっかり

と。今回、体系図の中で、横断的目標っていうのを、ちょっ

と縦に入れさせてもらって、そこにデジタルっていうもの

で、色々な取り組みをデジタルで繋いで、さらに横串で、

色々な政策っていうのを絡めていきたいという、そういう趣

旨で改訂をさせていただいてますので、ご意見いただきまし

てありがとうございます。 

Ａ委員 ありがとうございます。 

座長 他に誰かご質問ないでしょうか。 

ありがとうございます。 

Ｂ委員 質問というわけではないんですけれども、個人的にもビー

チクリーンの活動などをしているということもあって、そう

いうところに目がいってしまうんですが、今治市はやはり海

と島っていうのが、観光のキラーコンテンツっていうこと

で、それを目指して観光にこられる方、あるいは移住される

方なんかもいらっしゃると思うんですけれども、実際、海岸

出てみると、なかなかやはり世界的な問題でもありますけれ

ども、海洋ゴミの問題が今治でもあると。これだけ海洋ゴミ

の問題が、世界的に言われている関係もあってか、住民の人

たちの意識も結構高くなっているなっていうのが、ずっとビ

ーチクリーンの活動してて、ここ 1 年ぐらい特に感じていま

す。 

先日、大新田、湊地区でビーチクリーンをするので、住民

の皆さんぜひ参加してくださいというふうに投げかけて、30

人ぐらい来たらいいかなと思ってたんですけれども、80 人ぐ

らいの方が、来ていただきました。 

よそから、埼玉県から引っ越して来たんだけど、海がない

ところから来たので、こういう地域の海の活動、清掃活動、

すごく新鮮だとか、小さい子供が 10 歳ぐらいなので、そろ

そろこういう活動に参加して、一緒に地域の人と学びの場に

なればいいなというような、そういう結構小さなお子さん連
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れの方もたくさん、集まっていただきました。 

そういう意味では、観光資源、今治の観光資源の大事なと

ころでもありますし、海は 14 番ですね、SDGs の 14 番。ち

ょっと思ったより少ないなと思いますので、こういうところ

が本当に横断的なところに入るといいなと個人的には思うん

ですけれども、なかなかそこまでハードルが高いということ

であれば、例えば、先ほど言っていた今治市の、今治版コミ

ュニティスクール、子供と地域の教育の部分であるとか、観

光資源の磨き上げの部分であるとか、そういったところに 14

番もう少し落とし込めるようなことができるといいなという

ふうに思いました。 

それで、島ごとホテルでしたっけ。なんかそういう話もあ

りましたけど、それとはちょっと違うかもしれませんが、島

全体で、脱プラを目指してそれを観光資源にしている、メッ

セージにしているというところも世界にはあるようなので、

そういうところも、なんかこう目指して、新しい観光資源に

そういう脱プラだったりとか、海洋資源守るっていうことを

メッセージを出すことで、新たな観光資源とか、皆さんへの

今治の魅力のＰＲができていけばいいのではないかなという

ふうに思いました。 

以上です。 

座長 ありがとうございます。観光の担当の方からも少し。 

観光課（中山

課長補佐） 

はい、観光課の中山です。 

先ほどＢ委員さんがおっしゃられた海岸清掃、確か教育コ

ミニティスクールっていうので、バーリースクールをされて

る方がされていたり、うちの観光課の職員もビーチクリーン

しまなみの海岸清掃とかにもよく参加させていただいており

ます。今治市として観光の施設管理というところで、海岸、

海水浴場という管轄での管理をしてないものですから、観光

という観点から海水浴場のある漁協さんの方に、夏になる

と、サメ避けネットとかの補助金は出したりはしているんで

すけど、そこへ清掃となりますと、杓子定規で申し訳ないん

ですけど、港湾課、観光課、それと国立公園でしたら公園緑

地課と、いろいろ管轄もある中、「横断的目標で、全体で見

るのがいいね」というＢ委員さんのおっしゃるのもごもっと

もなお話です。 

ちょっと話題がそれるかもしれないんですけど、コロナの

関係でですね、今、どこの島とは申しませんが、島に観光客

が訪れるという中、島の方たちができたら来ないで欲しい

と、観光客からのコロナ感染が怖いので、住民の生活、命を

守るために来ないでほしいっていうような雰囲気がありま
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す。当然、島を一つの観光施設として運営できていけば、す

ごく打ち出しやすいとは思うのですが、ちょっと今コロナの

関係で、島をあげてとかっていうような観光目線の方向には

行きにくい状態であります。 

ただ、コロナが明けてきましたら、やはり今治市の方で

も、今度、株式会社しまなみさんが運行されるサイクルシッ

プも完成しましたので、海の資源を活用しまして、どんどん

島のＰＲをしていきたいとは考えております。 

座長 それから水産課の立町君、海洋環境対策みたいなの今取り

組みもしあったら紹介してあげてください。 

水産課（立町 

主査） 

 

はい、水産課の立町と申します。 

水産課の方では、現在、小型底びき網漁業といってです

ね、網を使う漁師さんが多い漁協さんでですね、漁で一緒に

プラスチックゴミとかですね、魚以外がとれたときに、一緒

にゴミを回収してもらってですね、それを処分してもらうと

いう、海洋ゴミとか海底ゴミの対策で、そういった事業をし

てます。 

で、あとそれは一応環境省の補助金をいただいたりとかし

てるんですけど、それ以外にも、場所によっては、「海を守

る会」みたいな組織を、地元の方とですね、漁協さん、漁師

の方と作っていただいて、年に数回、海岸清掃ですとか、あ

と、無人島に行ってですね、ゴミを拾ったりゴミ処分したり

とかっていうそういった環境、海洋ゴミとか環境対策をした

りしてます。 

あと、桜井小学校と中学校の方で、年に数回、環境学習み

たいなのもしてまして、そういった取り組みを今後も、今、

海洋ゴミとか海底ゴミとかっていうのが、結構問題になって

るので水産課の方も、今後、積極的に取り組んでいけれたら

なっていうのは思っております。 

座長 最後に、SDGs の 14 番の件について。 

事務局 Ｂ委員さんからいただきましたご意見でですね、やはり海

洋資源の保全ということが、ブルーツーリズムとかそういう

ふうなですね、新たな観光資源の創出、そういう観光資源を

守っていくっていう視点に繋がると思います。 

新たな観光需要の獲得っていう、そういう部分をですね、

14 番の海洋資源っていう、その意識を持つというか、そうい

う視点を取り入れるっていうところで、改訂に入れさせてい

ただけたらと思います。 

以上です。 

座長 はい。よろしいでしょうか。 

他にご意見等ございませんか。 
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ありがとうございます。 

Ｃ委員 すいません。ちょっと私事なんですが、島の人間でちょっ

と発言させていただきます。 

67 ページのですね、島しょ部高校の魅力について書かれて

おります、伯方分校と大三島分校、それぞれあります。 

で、伯方分校の場合ですね、もう、たぶん次年度定員割れ

したら、募集停止かなというのも聞いております。 

この辺、もし募集停止になったら、これをずっと続けてい

けるのかいうのが一つどうなのかなというのがございます。 

また、伯方分校、大三島分校それぞれ残ったらいいんですけ

ど、今後の流れを見たら、難しいかなと思っておりますん

で、できたら、島しょ部でですね、一つの高校を残すような

考え方もいいのかなと思いますのでその辺、どういうふう

に。伯方も多分もう次年度で、厳しいかなと思うんですけ

ど、それは何か、変えることはできるんですか、募集停止と

か、そういうのは難しいですよね。 

教育委員会総

務課（渡部課

長補佐） 

はい。教育委員会総務課の渡部と申します。 

ご発言の通り、伯方分校につきましては、令和 4 年度、入

学生が 30 人以下ということになりましたら、令和 5 年度か

ら募集停止という形になっております。 

あと、県立学校の再編整備につきましてはですね、今、愛

媛県の方が、令和 5 年度以降十年間を見据えた学校の再編計

画というのを、策定中でございます。 

今治市としましては、その計画の作成に関しまして、地域

協議会で、地域の意見を発言する機会がございますので、市

長をはじめ地元代表の方々含めまして、存続に向けた要望を

続けているところでございます。 

市におきましても、9 月議会におきまして、分校魅力創造

補助金を議会の方で承認していただきまして、今、伯方分

校、大三島分校両校におきまして、それぞれ地域の代表の方

と協力いたしまして、存続に向けて活動を進めておるという

状況でございます。以上でございます。 

Ｃ委員 ありがとうございました。 

あともう一つですね、その下のしまなみ海道通行料無料

化、こちらの方、従来からずっと出ております。 

なかなか難しいと思いますけど、今後もですね、無料化に

向けて取り組んでいただきたいと思います。 

これはもう、ただの意見ですので、よろしくお願いいたし

ます。 

以上でございます。 

座長 はい、ありがとうございました。 
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じゃ、Ｄ委員さんお願いします。 

Ｄ委員 ちょっとこれ、今ここで聞くことかどうかわからないんで

すけど、元々の考え方なんだけど、総合戦略というのは、こ

の総合計画の中から、人口問題の減少の克服とか地域課題の

解決を、ともに働くとか、ともに育むとか、ともに感じるっ

ていうのを横断的に整理して、これからの、これでアプロー

チをしていこうということだろうと思うんですけど、その中

でちょっとこうずっと見てみると、資本整備みたいなものは

全然この中にはないんですね。 

例えば、道路とか下水とか水道とか、あるいは港とか医療

とか、あるいは災害とか教育とか、こういう部分からのアプ

ローチっていうのはほとんどないんだけど、これは、その総

合戦略の中で謳うべきものではなくて、そんなのでもなく

て、総合計画の中でやっていくということでいいのか。 

そういうことでいいのかね、ちょっとわからんですけど。 

事務局 すいません。 

Ｄ委員からの質問の内容なんですけど、やはりこの総合戦

略というのは人口減少対策に資する事業どちらかというとソ

フト事業、国の推進交付金とか、そういうふうな交付金を取

っていくための計画という位置付けでございましてですね、

すべて市の色々な施策を網羅してるのは、ご承知のように総

合計画の中の実施計画っていう中でですね、各事業というの

を個別に整理をさせていただいているところでございます。 

ですから、総合戦略につきましては、どちらかというと、

そういう人口減少、少子高齢化とかですね、そういうものに

対する、どちらかというとソフト事業に対しての色々な施策

っていうのを、このそれぞれの柱にぶら下げていったのがこ

の計画という位置付けでございます。 

Ｄ委員 でもね、人口減少問題をとらえるということになってくる

と、資本整備とかそういうふうなものが大きな根本的な問題

で関わってくるんで、そこら辺からのアプローチっていらん

のかね。 

この中でいうと、人口減少問題の克服と、地域課題という

ことになっとる。世の中には人口減少ということになると、

例えば、道路でも港湾でも医療でも教育でも、特に教育なん

かでしたらお母さんがものすごい熱心だし、そういうふうな

ことからのアプローチっていうのは、ちょっとこう言うんと

なんやろ、はでかましいとこだけ書いとるんやけど、それは

それで結構な事なんですけど、そういうふうな根本的なとこ

ろからのものというのは、この中で検討するべきものではな

いのかな。国の方がどういうふうな位置付けしてるのかよう
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知らんのですけど。と思うんですが、検討していただいたら

と思います。 

座長 はい、ありがとうございます。 

欲どしい計画の作り方をしているというふうに理解をいた

だいたら。というのは、国の方で先ほどご紹介させてもらい

ました、地方創生推進交付金という交付金をいただくために

この計画を策定してまして、それの対象事業というのが、基

本的にハードは駄目というのがございまして、そこらあたり

をちょっと色分けをして、基本的にこの計画に載っとればそ

の対象となって、改めてその個別の事業に対して色々な計画

をまた詰めたものをまた国から認定もらうような形になるん

ですけど、まずはこの計画に載っとらんとだめよというとこ

ろがあります。 

で、対象になってないそういうハードとか、そういった部

分のところまで、この戦略の中には入れずに作ってきており

まして、対策の必要性という部分については今、説明させて

いただいた総合計画の中にしっかり入れてるんですけれど

も。ちょっとストレートに、これに対するお金が欲しいとい

うところのものを列挙させていただいてるという作り方をさ

せていただいてます。 

今後、国の方でそういった辺りの制度が、政権も変わった

ということもありますので、そこあたりは敏感に反応させて

いただいて、またご相談をさせていただく機会があればとい

うふうに思います。 

以上です。 

座長 他にありますでしょうか。 

はい、ありがとうございます。 

Ｅ委員 よろしくお願いします。 

市長の、この体系図の中の地域内経済循環の実現というこ

とで、今治市外からお金を引っ張ってきて、そして今治市内

でお金を回したいというところの中で、この委員にさせてい

ただいてずっと話をしてるんですけれど、ふるさと納税の関

係で、今治市は収入が多いと思います。これをこれからもも

っと多くしていくために、この総合戦略を絡めて、企業が農

業にも従事して、或いは漁業とかにも従事して、ふるさと納

税に出せるいいものを作る、或いはふるさと納税じゃなくて

も、一般に売買できるものを作っていけるということをして

いかないといけないと思います。 

その中で、ふるさと納税に関して、たくさん色々なものを

出すというやり方もあると思いますけど、その中でリピート

客を増やすということになると、ある程度洗練されたという
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か、ある程度の基準を設けて、出すという方向を考えていく

のか、それとも、なんでもいいから出していくというふうに

するのかという方向性がもしあれば教えていただきたいなと

思います。 

というのは、やっぱりリピーター客を増やすためには、良

いもので、また頼みたいという思いをしてもらった方が、個

人的にはいいのかなというふうな思いがあってちょっと質問

させてください。 

座長 私の方から、正直これまでタオルというキラーコンテンツ

がございましたので、そこの分で県下 2 位ぐらいの納税額、

今 8 億を超えてる、ふるさと納税額をいただいてますので、

非常にありがたい存在です。 

正直、そういう環境だったので、Ｅ委員の方からおっしゃ

っていただいたところの部分、ちょっとこう抜かってたとこ

はあると思います。 

で、これから、できる限り門戸を広げていこうという考え

方があるんですけれども、もう一つ、やっぱりその最近よく

ＣＭで、「ふるさとチョイス」とか「さとふる」とかあると

思うんですけども、いわゆるふるさと納税を紹介するサイト

の方も、今、委員におっしゃっていただいた、特化したです

ね、ちょっと高級品だけそろえてみて、そういうんで、どこ

でもは入れないみたいな、タオルはやっぱり今治だろうみた

いな、そういうアプローチもあるような状況があります。 

そういったところの動向も踏まえながら、これからちょっ

と、対策を練っていこう、そして今日、ご提案申し上げてお

ります「あきない商社」、そこらあたりの活動というところ

の中でですね、ふるさと納税っていうのは非常に大きなテー

マというふうにとらえてますので、今いただいたご意見も踏

まえながらですね、どういうものが一番ベターなのかってい

うのは、考えていきたいなと思います。 

以上です。 

座長 他にありますか。大丈夫ですか。 

すいません、もう一つ議題がございますので、先に進めさ

せていただいたらと思いますけれども、先ほどいただいたご

意見の部分、また修正をして、Ｂ委員さんの方からいただい

たご意見のあたりは、修正をさせていただいたらというふう

に思います。 

また、市の担当者と専門委員さんとの間で調整をさせてい

ただくんですけれども、最終的にですね、皆さんがたの方

に、また資料の方をどういう形になるかわかりませんけれど

も、お目通しをいただくような形にして、最終確認をいただ
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いた上でというふうに進めさせてもらえればと思います。 

今後、予定といたしましては、12 月の市議会において議会

からもご意見をちょうだいした上で、この改訂版を策定、確

定させまして、12 月の中旬には公表したいというふうに思い

ます。 

それでは、議事の 1 番目の総合戦略の改訂につきましては

以上とさせていただきまして、次の議題であります「第 4 次

今治市定住自立圏共生ビジョンの所要の改訂」について、事

務局から、まずは、協議の進め方についてご説明申し上げた

いと思います。 

事務局 それでは、ご説明いたします。議事２の共生ビジョンの所

要の改訂につきましては、資料 3 の共生ビジョン改訂案に基

づいてご協議いただきますが、計画期間中の事業費を最新の

数字に更新するものが中心であり、変更箇所が多数あります

ので、事業費の増減が大きいものや、新規追加、削除などを

中心にいくつかピックアップして事務局からご説明したうえ

で、委員さんのご意見などをいただければと思います。 

こちらの資料につきましては、削除箇所はグレーで塗りつ

ぶし、追加は赤字での記載としております。 

以上が協議の進め方でございます。 

座長  はい、それでは、議事２の進行について、なにかご質問等

ございませんでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

では、早速ですけれども、議事２「第４次今治市定住自立

圏共生ビジョンの所要の改訂」につきまして、資料３「第４

次今治市定住自立圏共生ビジョン（案）」をご覧ください。 

事務局よりご説明いたします。 

事務局 それでは定住自立圏共生ビジョン改訂案につきまして、ご

説明させていただきます。 

まず、資料の 20 ページをご覧ください。「子どもが真ん中

のまちづくり」の項目でございます。島しょ部に居住する妊

婦・乳児の健診受診、産婦健診、産後ケア事業の利用に加

え、今年の 7 月から小学生以下の児童の休日・夜間に市内陸

地部の小児科又は救急輪番病院を受診した際の交通費の一部

も支援するように拡充しております。それに伴いまして、事

業名を「島しょ部妊産婦乳児検診促進事業」から「しまなみ

のこどもを育む交通費支援事業」へ変更しております。 
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31 ページをご覧ください。「生涯学習機能を充実させる図

書情報のネットワーク化」の項目でございます。電子図書館

サービスを拡充するとともに、地域資料のデジタル化につき

ましても検討する内容を追加しております。 

 

51 ページをご覧ください。「まちなかにおけるにぎわい・

交流の創出」の項目でございます。定期的な朝市「今治マル

シェ」の開催の検討だけではなく、中心市街地の持続的な賑

わいを創出する施策を展開することとしております。 

 

80 ページをご覧ください。「生活交通バス路線対策」の項

目でございます。地域公共交通ネットワークの再構築を推進

するため、成果指標を「市内生活交通バス補助路線系統数」

から「市内生活交通バス補助路線系統及びフィーダー系統の

維持」に変更しております。補助路線系統からフィーダー系

統に変わるものの全体の系統数は維持することとしておりま

す。 

 

87 ページをご覧ください。「地域間格差のない ICT 環境の

整備」の項目でございます。 ４ G
フォージ―

（第４世代高速通信）に加

えまして、 ５ G
ファイブジー

（第５世代高速通信）を含む成果指標に変

更しております。 

 

99 ページをご覧ください。「「海のまち」の交流を支える海

上交通の充実」の項目でございます。地震・津波に対する漁

港及び背後集落の安全対策として、施設の機能強化及び避難

施設、避難路等の整備を行う「漁港施設機能強化事業」を追

加しております。 

共生ビジョンの改訂案につきましては、以上でございま

す。 

座長 はい。共生ビジョンの主な改訂箇所についての説明が終わ

りました。この内容につきまして、ご質問等、ご意見ござい

ましたらお願いいたします。 

 

先ほど、Ｄ委員さんから言われたように、ハード系はこっ

ちの方入ってます。 

先ほどの議事 1 の方は内閣府の方の支援、こっちの方は総

務省の方の支援をいただけるということになっておりまし

て、特に今治市の場合は、広域で合併したということもござ

いまして、こういう共生ビジョンという制度の中で、特別に
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というか、県内では今まだ 2 ヶ所しかこの指定いただいてな

いので、それでこの計画を随時見直しをさせていただいてお

ります。 

何かご質問等ございませんか。よろしいでしょうか。 

 

はい、ありがとうございます。 

そうしたら、ご意見がないということでございますので、 

今回提案をさせていただきました事務局の案ということで、

進めさせていただければというふうに思います。 

委員の皆様には、後日確定版をお送りさせていただきま

す。 

 

以上で本日の議事がすべて終了いたしました。委員の皆さ

ま、ご意見をいただきまして大変ありがとうございました。 

続きまして、今後の予定について事務局よりお時間をいた

だいてご説明します。 

事務局 

 

 

 

 

それではご説明いたします。今年度のビジョン懇談会につ

きましては今回が最後となりますが、来年度第１回目のビジ

ョン懇談会は、5 月頃を予定しております。第１回目は、今

年度と同様、地方創生関連の各種交付金を充当しました事業

の効果検証作業がございます。委員の皆さまにおかれまして

は、引き続きご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

以上でございます。 

座長 はい。先ほどのスケジュール等につきまして何かご意見等

ございましたら。よろしいでしょうか。 

先ほどもご説明申し上げましたように、今年度最後という

ことでございます。 

せっかくの機会でございますので、今日の協議内容以外に

もそれぞれの担当の職員も同席させていただいておりますの

で、何でも結構ですので、ご意見をいただいたらというの

と。 

あと実は今日ペーパーレスということで会議システムを使

わせていただいてます。正直我々もまだ、何回かぐらいしか

多分こういう形で職員以外の会議でも使ったっていうのはな

い。今回が最初なんで、我々も手探りなんですけど良ければ

何かご意見等いただいたらですね、今後こういう形で会議の
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方のペーパーレス化で進めていきたいなというふうに思って

おりますので、その点についてのご意見がちょうだいできれ

ばありがたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

はい、ありがとうございます。 

Ｆ委員 今回、ペーパレス化ってすごくいいと思っております。 

それぞれ資料の方を色々とめくらせていただくんですけれど

も、事務局さんの方から、めくっていただけて非常に助かり

ました。 

ただ、見返す時にですね、今日、例えば説明のあった、何

項目かあったと思うんですけれども、それを例えばしおりに

していただいてですね、すぐに見返すことができるようなこ

とにできれば、すごくもっと便利になるかなと思いました。 

また、すごい大変な作業になるのかもしれないですけれど

も。 

座長 ありがとうございます。私自身がそこについていけてない

んで、何とも答えができんのですけど、多分この辺りに立っ

ている職員がわかってると思うんで、ちょっと参考にさして

いただいたらというふうに思います。 

他に、ございませんでしょうか。 

はい、ありがとうございます。 

Ｅ委員 最終的に配られるものは紙で配られるんですか、それとも

データで配られるんでしょうか。 

座長 はい。 

一応ですね、まずはデータで、最終版確定版をお配りした

いと思いますが、紙がいるとおっしゃっていただいたら、そ

れはそれでお送りさせていただこうというふうに思います。 

以上です。 

他にないでしょうか。よろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございます。 

委員の皆さんにおかれましては大変お忙しい中、3 回にわ

たる会議の運営にご協力をいただきまして誠にありがとうご

ざいました。 

これをもちまして、令和 3 年度第 3 回今治市ふるさと共創

共生ビジョン懇談会を閉会させていただきます。 

どうも皆さんありがとうございました。 

 


